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ⅩⅠ－２．計画・設計の意図および期待される効果 

 
（１）計画・設計の意図 

文献調査、設計者ヒアリング、事業者ヒアリングより、当該施設の整備の方針は、大

きく３つに整理される。以下に、各方針に対する計画・設計の考え方と内容をまとめる。 
 
１）まち再生のシンボルの創出 

日向市駅周辺地区整備は、１０年ほど前に、街中にあった大型店舗が撤退し、駅前商店

街の店舗はシャッターが目立つようになったことから、緊喫の課題として中心市街地活性化

策に取り組むこととなった。日向市駅をセンターコアとする中心市街地の 97ha を日向圏域

の「生活・文化交流拠点地区」と位置づけ、まち再生のシンボルの創出が求められた。この

ため、委員会の雰囲気は当初から全覆い型のトレインシェッドを目指す方向で、シンボリッ

クなものが良い、との考えであった。高架橋にもなっているため、市街地のどこからでも駅

の場所を知ることができる。 

また、改築前は、地上レベルの線路によって東西が分断されており、特に東側の住民は、

大回りして駅の改札にまわっていた。鉄道の高架化によってこの不便さは解消されたが、そ

の駅改築をまち再生のシンボルまで引き上げるために、この連続性をより強調し、高架下を

有効活用し、西口広場と東口広場を一体的に整備されている。 

これらに関する設計意図として、以下のものがあげられる。 

１．全覆い型の駅舎 

２．駅前広場と高架下空間の一体的な整備 

 
写真 町の中心に浮かぶ全覆い型の駅舎 
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写真 トレインシェッドの駅舎と駅前広場 

 

 

写真 高架下空間を介して一体化する東西の駅前広場 
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２）地域性の演出 

宮崎県は、全国有数の杉素材生産量を誇り、杉の利用技術の研究開発でも全国をリー

ドする勢いで先駆的な杉の建築物や構造物の建設に積極的に取り組んでいる。さらに、

日向市は後背地である耳川水系の広大な地域の木材の集散地として栄えた記憶が残って

いる。これら踏まえ、日向の地域性を演出するために地元の杉材をふんだんに使ったデ

ザインが展開された。駅舎では、トレインシェッドの屋根架構に変断面湾曲集成材を、

地上部のキャノピーに新構成の修正材を用い、また、地上部の天井材として間伐材によ

る仕上げが用いられている。また、ストリートファニチャでも照明柱、ボラード、ベン

チなどに杉が用いられている。一般的に強度が弱いとされる杉を技術的な検討や実物大

の実験により実用化し、駅周辺のあらゆる場所で様々な使い方をされることによって、

日向らしさの演出が目指されている。 
また、日向らしさの演出は、地元産材の活用以外に、日向市駅周辺の市街地や山並み、

海へ向かう眺望を活かすことでも配慮されている。具体的には高架橋で高く持ち上げら

れた駅ホームを視点場として考え、防風スクリーンをガラスでデザインされている。ま

た、このパノラマを大切にするため、鉄道事業者と連絡会を持ち、防風スクリーンには

広告を出さない、という申し合わせも行われている。 
これらに関する設計意図として、以下のものがあげられる。 
１．地場産材の杉の活用による地域性の演出 
２．駅ホームにおける視点場の形成 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 駅舎の屋根架構に用いられた変断面集成材 
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写真 天井、キャノピーに使われた杉素材 
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写真 地元産の杉を用いたストリートファニチャー 
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３）駅周辺の商店建築の統一 

日向市駅周辺地区整備は、鉄道連続立体事業と同時に市施工による駅周辺土地区画整

理事業を行っている。区画整理された土地の上には、民間による商業建築が建設される。

通常は、地元の設計事務所が、短い設計期間と工期の制約の中でクライアントである商

業事業者の経済状況やより目立つ建築形態の要望により、同じ地区でもばらばらな商業

建築がたつことが多い。日向市駅周辺では、駅舎、駅前広場の改築に伴って、誇れる町

にしようと地区内を統一した商業建築にするデザインコードの取り組みが行われている。

特に、日向市に着いてまず目に飛び込んでくる駅のプラットホームから見る屋根は、最

初の印象を作る重要な要素として捉えられ、駅前の土地区画整理事業の街区では、建物

を担当する設計者たちが集まって話し合い、屋根の基本色をダークグリーンに決めてい

る。 
また、日向の中心市街地を歩いて暮らせる楽しい間に治する、という理想の元、居心

地が良く人々の滞留時間が長くなり、コミュニケーションを深くし、愛される商店街に

なるよう、自然系素材や、道路からのセットバックなどの方針を盛り込んだ地区計画を

策定している。 
これらに関する設計意図として、以下のものがあげられる。 

1.屋根の色の統一 
2.地区計画、デザインコードの設定 
 

 

写真 屋根の色がダークグリーンに統一された駅前の街区 
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図 建築計画に関わる約束事 民有空間の整備方針
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図 日向市周辺地区 地区計画 
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（２）期待される効果 

１）設計意図と期待した効果のまとめ 

文献調査と設計者ヒアリング、事業者ヒアリングによる計画・設計意図と期待される

効果の対応は以下のようにまとめられる。 

 

表 設計意図と期待した効果のまとめ 

意図  景観に配慮した内容 期待される効果 

Ａ まち再生の中心となる空間形成 
1 全覆い型の駅舎 ○まちの中心としての象徴性の表現 
2 駅前広場と高架下空間の一体

的な整備 
○東と西を結びつける町の中心としての市民広

場 
3 多様な利用を考慮した駅前広

場の創出 
○多様な利用に対応できる緑地勾配の設定 
○適度な領域性の創出 

●意識変化（親しみ・愛着、誇り）

●利用形態・頻度等の変化、地域

活動（イベント・行事）活性化、

環境保全・学習活動 

B 地域性の演出 
1 地場産材の杉の活用による地

域性の演出 
○地域再生の象徴としての地元杉材の駅舎屋根

への採用 
○街区のストリートファニチャへの杉材の使用

●意識変化（親しみ・愛着、誇り）

2  ○曲線の多様による、柔らかく優しい印象のする

空間形成  

3 地域の史跡公園をイメージし

た公園 
○特定史跡公園に指定されている西都原古墳群

の景観を参考として設計を行った  

C  日向市を見渡す視点場の形成 

1 駅ホームにおける視点場の形

成 

○地域の景観を感じられるよう、駅ホームの外

壁にガラスを用い、海への眺望及び古墳への

景観軸への眺望を確保 

●視点場の形成（周囲の景観資源

を顕在化させる新たな視点場

の創出） 
D  駅周辺の統一的な景観形成 
1 屋根の色の統一 ○初めて日向に来た訪問者が駅のプラットホー

ムから最初に目にする屋根の色を統一 

2 地区計画、デザインコードの設

定 
○ファサード、素材、セットバック等の統一した

方針を設定し、地区の商業建築の統一感を得

る。 

●意識変化（造形・空間の印象変

化） 
●商業活動の活性化 
●建物ファサードの変化、軒先空

間の変化、周辺景観の改善、周

辺施設の連帯性の向上 
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２）期待される効果の発現段階における整理 

上記期待する効果について、効果の発現段階の「意識変化」、「活動変化」、「空間変化」

において以下のような効果が想定される。 
 

表 発現段階ごとの効果の整理 
期待する効果 意識変化 活動変化 空間変化 

●まち再生のシン

ボルの創出 

○まちの中心として

の意識 
○わが町への誇りの

形成 

○駅周辺におけるコ

ミュニティ形成 
○駅周辺でのイベン

トの開催 

 

●地域性の演出 

○地域の再認識・再

発見 
○杉産地の歴史への

誇り 

 
○地元産材を用いた

建物のファサードの

形成 

●日向市を見渡す

視点場の形成 
○日向市の地形、町

並みの特徴の意識化 

○駅のプラットホー

ムでまわりの景色を

眺める利用の創出 
 

●駅周辺の統一的

な景観形成 

○地域の連帯感の形

成 
○駅周辺の印象向上 

○回遊性の向上 
○商業活動の活性化 

○連帯した商業活動

の活性化 
○建物ファサードの

統一 
○軒先空間の工夫、雰

囲気向上 
○周辺施設の連帯性

に向上 

 
これを踏まえ、各段階における効果の把握調査を実施した。 
 




